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ケースワーク関係における信頼感
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ケースワークが日本に導入されて半世紀になる。その
間無数の学者や実践家がその内容の紹介や土着化，技術
の向上に努め，その結果ケースワークは目覚しく発展普
及した。しかしこの発展の中で，科学性や技術が重視さ
れ人間性の尊重カ町忘れられがちであったように思われる。
本給では「人間伎の尊重」という原点に立ってケースワ
ークを考えたい。
人間性を吟味し.それに遺ったケースワークを想定す
ると，ケースワーク関係はケースワーカーとクライエン
トとの悶の相互の信頼関係に基いていなければならない
と思われる。しかしこれは新しい仮説ではなく周知のこ
とで，むしろケースワークはそこから出発したと言って
もよい。
ケースワークの母胎であるcos活動の理念は「施与で
はなく友情を」であったし，その先駆的活動であったヴ
T ンサン ・ド・ポールの組織活動やトマス・チャルマー
スの隣友活動も.その板底には対象者に対する信頼があ
った。
またケースワークを理論化体系化した最初の人だと言
われているメリー・リッチモンドの“Whatis social case 
work? ..は人間性の尊重をID¥歌しているが，その序諭で，
サリパンのへレン・ケラーに対する教育を例にとり，サ
リパンが成功した理由のひとつとして，へレンの信頼を
獲ち得たことであるとしている。この審物の全文脈にク
ライエントに対する信頼感を読みとることができる。
さらにカウンセリングからの影響，特にロジャースの
非指唆的方法の影響もあり，ケースワーク関係における
信頼感(ラポートとも呼ばれる)の量要性は強調されて
きている。特にフローレンス・ホリスの「ケースワーク
心理社会療法J で，~， 信頼感そのものについては説明し
ていないが，信頼感 (trust)という語を非常に頻繁に使
用している。
このようにケースワーク関係における信頼の重要性は
強調されているようであるが，ケースワーカーがクライ
エントの信頼を獲ち得たならば治療が効果的であること
や，ケースワーカーはクライエントの人間性を啄重し受
容しなければならないこと，秘密保持が信頼度をますこ
と等を文献から読み取ることができる程度である。
本小稿では信頼感の意味・内容を深め，ケースワーク
において人間性を尊重する場合，信頼感がいかに重要で
あるかを追究していきたい。
ケースワークにおける人間観
についての一院輸
ケースワークの対象は「現実の中に.つまり環境状況
の総合の中に存在しているままでの個人的人間jl)である
から，ケースワーク関係について論ずる前にまず人間と
は何かということを明かにしておく必要がある。現にケ
ースワークの理論家，実践家逮は各自パーソナリイテイ
理論をもち，また実蛾の中から各自の人間観を確立し
ている。一般にケースワークの人間観はフロイドやラン
クの精神分析によるパーソナリィティ理論に基いて発達
してきたようである。フロイドの発見は，ケースワーク
のみならず現代心理学や医学等に大きく寅献した所もあ
るが，神経症の治療を通しで知り得た人間のパーソナリ
イテイを健康な人聞にまで適応し，一般化することにより，
人間の真に人間らしい点，つまりPersonaとしての意味
を失ってしまったPケースワークにおいても，クライエ
ントとの関係や経験からだけ理論化して人間銀を確立し
てきた傾向にある。経験的研究も，特に技術向上という
面から見ると重要であるが，哲学的研究.つまり人間一
般の本性や特性に基づいた研究から得た結果に基く人間
観から研究していくことも必要なのではないだろうか。
人聞に関する哲学的研究は本論の目的ではないが，論
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を進めていくのに必要と思われるので，ごく簡単に人間
の符性について一言したいJ}
人間の生命l主，栄養，成長，生殖などの能カをもっ織
物的生命カ (金生物に共通)と感覚的認織能カ及び欲求
能力を有する感覚的生命力 (動物と人間に共通)と，人
間のみが有する知的生命力 (環性，意志，自由)の統ー
された生命体，精神と肉体の雌合体である。また各自が
「手んであって彼でない，他と変え緩い唯一の存在である。
人聞が他のいかなる物質的生命体とも異なる点，つまり
知的認識能力を有するということから人聞は理性的であ
り自主的である。また人聞は理性を有する結果として他
人とのコミュニケーションカ句能であり，人間の知的欲
求を高め，人間の弱さを補うために他人を必要とする。
つまり社会性も人聞の千幸俊のひとつである。
人間は:i!憶力によって過去の生活経鍛の彫響を受ける
が，また将来に向って聞かれている者である。人間は自
由である。しかしひとつのことにおいて自由ではない。
それは「幸福を求める」ということである。人聞は離で
もいつでも幸福を求めている。どんな辛いことも耐えれ
るのは将来の幸福を期待しているからである。人間性の
もうひとつの特徴ti.限界をもっているということである。
人間全体としての限界と各個人の限界がある。限界と同
時に可能性も持ち，教育と努力によって進歩することが
できる。
幸福
経生
従来のケースワークにおいては，人間の感覚的側面(衝
動，欲望，記憶力等)と肉体と感覚的側面の倣和，過去
の生活歴.社会的要素に特に重点をおいていた。これら
は大切であるが，今まで忘れられがちであった点.即ち
知的側函や将来への期待軍事も.要視しなければならない
のではないだろうか。クライエントの感情や過去を受容
し，それらを材料としながら，しかもそのクライエント
の知的理解能力や幸福を追求する意欲に働きかけなけれ
ばならない。このような視点に立つ治療法として.フラ
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ンクルのロゴセラピーがωある。{皮の浬鎗をそのままケ
ースワークに適用することはできないかも知れないが，
少くともそのアプローチの仕方や人間銀ti.検討するに値
するものと思われる。
以上のような人間観をもって本省を進めていく。
信頼感の意味と内容
I 関連分野における 「償額感」の怠蝶
社会福祉，特にケースワーク研究においてその人間関
係における信頼感の盈要性についてしばしば述べられて
いるが，その意味や内容を深めている文献ti..私の乏し
い研究の範囲では見出すことができなかった。しかし関
連分野においては若干見出すことができた。
1. Allport. Erikson等による「基本的信頼感」
後らti.心理生活における基本的信額感の重要性につい
て述べている。基本的信頼感とは子供が生まれると同時
に.i!!:結をしてくれる両親に対して抱〈信頼感のことで，
これは人間の心理生活の基礎を築くものであるJ人間の
存在は依存の条件のもとに生まれ，通常，愛をもって扶
獲され，世話されて，彼の中にある程度の基本的信級感
カf形作られていく。J5)そしてこれは人格発達の立場から
重要であり，「これが十分でないまま終ったら.その人
生Ii.不信感と不安の上に築かれることになる。」的そこで
エリ クソンは，人生の各段階で，正常に育った渇合至慢
するはずの基準を列挙する時，幼児期の基織として.r信
頼の基本的感情」ηをあげ.r人類の危機の最も大切な法
則は信頼の発達の法則である」と述べその霊要性を強調
している。
2. Lerschによる「信頼感」の意味
Lerschは「人間のm造」という著書で被維な人間の
心理的要素を分類し説明している。その中で，信頼感を
感情的生命の自己保存の生命力の中に配置している。こ
のことは信頼感がいかに人聞の生命力に密検に関連して
いるかを示している。彼lま信頼惑を恐れの感情と対比し
説明している。「恐れとは自己保存の本能に基いている
もので，何かを期待している者が危険にさらされた時に
おこる感情で，その反対の感情つまり自分が安全である
と感じる感情を信頼感と言う。信頼感によって私途の自
己，自分がおかれている世界，同僚遥との関係や交際が，
自己の保存に関して，何か良いこと，少くとも全然悪く
ないものを期待できるかのように感じる。信頼感によっ
て我身の人生には，恐れの感情にみられるときとかおど
しといったものだけでなく.何か善良な有主主なものを将
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来の見地に立って客観的に感知できるような同僚や
環境が存在するものであると感じることができる。
信頼がもたらす心理的質1;1:，手喜ち着き，穏かさ.感.
情的に良い気持，近づき易さ，率直き等である。も
し信頼感が，その世界とか同僚の善良さや高見切に
ついての知的吟味を行わないでおこったのならそ
れを盲目的信頼感といい，その信頼感について批
判的に吟味しようと考えつかなかったら無郷気な，
または悪意のない信頼感という。つまり莫の信頼感は
その善良さや可能性についての知的吟味を要するので
ある。J8)この引用文には他の心理学者逮が言及しよう
としていることを網羅しているようである。ただMoor
が言っているように，人聞はまた日常生活において他
の人が彼に信頼し，希望し.近づき易さをさがしてい
ることを感じる必要もあるのだ"ということを付加す
る。人聞は自分に信頼し，また他人から信頼される必
要がある。
3. Garcia Hozによる「信頼感」の意味
多歓の教育学者も信頼感について述べている。その
内GarciaHozのものを引用しよう。
「信頼感lま善を希望する者待有の行為である。信頼
感は子供の本来の姿である。子供は他の人身の助けを
必要とするから。不愉快な緩験は反対の姿勢つまり不
信感の素になる。教育的観点から教育者と生徒との聞
の信頼l主教育的コミュニケーミョンの綾Eまになければ
ならない。 もし親や教師が自分の子供や生徒の信頼を
獲得しなければ教育的活動の効果は無駄である。また
その信頼は相互的なもので，会教育活動は教育者側か
らの生徒の可能性に対する信額の姿勢を含んでいる。」
とのペコミュニケーションにおける信級感の重要性を
強調している。
以上で入閣の心理生活や人間関係の基盤Iこ「償額感J
が重要な役割をしめていることが明らかになったが，
このいづれも「信頼感」の意味や内容を明示していな
い。そこでより線本的な学問，留学にそれを求めた。
ほとんどの哲学者はこれに言及していないが， Tomas 
AquinasのSummaTeologicatこ解答を見出すことが
できる。
Il Tomas Aqu-inasによる 「信領感」の内容
1.信頼の意味
彼はその大著「神学大金」の中の，人間の枢要~('If
Ik.，正発.開憲章，節制)に関する部分の 「剛重量の徳
について」の重量で信頼について述べている。即ち前節
とはちがって，信頼を心理的貿としてではなく剛殺の
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i志の一部分とし説明している。それで信頼そのものに
ついて吟味する前に催要徳全体の中での信績の位置づ
けを吟味したい。 Tomasl;l:次のように説明している。
「徳とは人間とその人の業を湿性に従わせることで
ある。これは三つの嫌式でおこなわれる。第ーは理性
自身が正しい場合でそれは賢慮の徳と呼ばれる。第こ
には理性が行為に適合される場合でそれは正義の徳で
あり，最後1;1:買昔、志が理性の正しい判断に従うのをはI!
む降客をとり除くことで，二種類の障害がある。一つ
は快楽の島幸カが正しい湿性によって要求されているも
のをひき雄す湯合で，この障害IH官制の徳によって避
けられる。後者は何か困難なことの切迫によって意志
が理性の命令に従うのが困難な場合で.この障害を取
り除くのが御j載の徳である。J11)そして剛殺の徳、には
二重の行為がある。「攻めることと耐えることである。
前者は全ゆる行為をする時に必要な活気を準備するも
ので，これがCicer。によると信頼と壮大であり， 1後量
者lは主困難が長ぴいた時にも意志の黙従と安定したf待寺続
をもつて面耐tえしめるものでこれが，忍智忍、耐と堅忍であるJ
か〈して信頼とlは主陣剛j章殺企の徳徳、の一部分として' 自分と自
分の行為を理性に違ったものとしようとする時に現わ
れる障害物に対してこれらを取り除き，正しくふるま
うための活気を与える徳である。
「信頼」そのものについてはTomasは次のように述べ
ている。「信頼という絡はラテン語のれduciaで，fido 
(信じる)という語からきでいる。だから語源的には.
信，つまり何かを護かに信じるという意味を含んでい
る。ヤコプによると信頼はまた希望の一部分である。
それゆえ信頼は他の人が助けてあげようと言ったその
約束の言葉を信用することにより生まれる希望を意味
する。また信じるということは激しい意見とも言われ
るが，この意味で信頼も激しい意見(確信)とも言え
る。その意見(確信)の複拠となるものを相手に直感
するとは限らない。考療をめぐらすことによって自分
に希望を感知させるもの全信頼という。考察の対象1;:
時には自分自身である。例えiまある人は健康を感じて
いるので長生きするのであろうと期待する。他の時に
は考察の対象が他人であり，ある人は自分の宥カな友
逮なので助けてくれるであろうと思ってその人を信頼
する。したがって，信頼とは自分が獲得すべき普につ
いてそれが捜得できるであろうという激しい意見(確
信)をおこさせるような考察により生まれる，希望に
おけるある堅固さである。J13)最後の定線的部分を分
析すると次の間つの要素にまとめられる。
a.希望におけるある堅固さ
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b.自分自身または他人において何かを考察すること
により生ずる
C. その考察によって善治唖得できるであろうという
激しい意見 (確信)となり
d.その対怠は獲得しなければならない善。
この要素を後が他の部分で述べていることも考慮に
いれても う少し深めよう。
8.信頼と希望との関係l主同じ引用文にもしばしば見
られるが最も明確に表わしているのはDespeの中で
ある。 r希望は未来の，現在欠けている，現在所有
していない普， しかも援得し縫い望書に対しでもつも
のである。しかし本人はその箸を獲得で・きると判断
することによる。図書量な警が獲得可能だと得価され
ることによって..魂の中に信頼の動きが湧いてく
る。 単なる望みは条件的であり未決定的であると言
える。希望は自己のカあるいは他人の援助によって
獲得できると評価することによって生じるためらい
もない決定的確かな動きである。それは単なる望み
に対象物に対する，より強い衝動，努力，欲求の拡
大，そして信頼する者の注目的で確実な希望が加わ
るのである。J14) 
b.この希望における堅固さは自然に盲目的に生じる
のではなく，自分自身あるいは他人について考察す
ることにより生じる。「自分に言ったことあるいは
彼に見るところのものによって彼の援助に信領する。;@
つまり他の人の言葉を盲目的に信じるのではな
<. rそれを獲得する手段を考慮にいれたり，他の
人身の協力を計算にいれることにより， ある確かな
結果にたどりつくであろうという希望をもっJ16)こ
とである。このように，信頼1;:単に感情的に誰かを
を頼るということではなし頼れる原因が存し，本
人はそれについてあらたまって形式的に考えないに
しても，あるいは意識的でないにしても，必ず知的
吟味を施しているのである。しかしその考察の動機
が知的であるという意味ではない。動機はむしろ感
情的であったり，無意識であったりするかもしれな
い。 けれども莫の信頼をもつに至る前には無意書陵的
であれ，幼稚なものであれ，自己の能カの範囲内で
知的吟味を経ているのである。
C. 意見とは.r他方が真実であるかもしれないとい
う恐れを持ちながら.相反するものの一方に傾く こ
ことの理性の行為を意味する。J17)信頼はひとつの
意見である。なぜならそれは将来のことに関してで
あるから，信頼できると肯定しつつ何らかの疑いは
残り.物理的確実性に到途することはできない。し
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かし激しい意見と言っているように，道徳的確実性
はある。
d.希望の対象lま.r将来の獲得し難い.しかし獲得
カ可T能だと判断された普」であると述べた。このよ
うな表現では信頼1;1:大きなことがらに関してだとい
う誤解を招き易い。しかし小さいことがらにおいて
も信頼は大切である。「小さいことがらにおいて活
気の大きさがあれば，大きい事がらにおいてもあるザ}
のであり，小さいことがらにおいても信頼をもっこ
ができなければ，大きいことがらにおいてもつこと
は鍵しい。信頼の対象は大であれ小であれ獲得しな
ければならない警である。
最後に，信頼を辞書どおり r信 じ頼ること」と
解釈すれば，それは弱い者がもつもの，あるいは不
正当なもののような錯覚をおこし易い。この点につ
いてTomasは説明を付け加える。「人聞はその本位
から社会的動物であり，自力のみで生活するのは無
理である。だから他の人の援助を必要とする時に他
の人を信頼するのは活気の大きさを示すばかりか，
他の人の援助を考慮にいれることは卓越の表現であ
る。もし他の人々の良い意志をま午きないならI!.彼
らが眼中にはいらなくなり，共同生活lま不可能にな
る。J19)とのべ信頼の人間生活における必要性を述
べている。
2.信頼をもつことによってもたらされる効果
信頼がもたらす効果全てに言及することは不可能で
あるが，今，その主なものについて吟味する。
8. 信頼l主強められた希望であるということから， 希
望がもたらす効果を信頼にあてはめることができる。
①「希望は愛より生まれ，愛を形作り，それを大
きくする。なぜならも しある人が多くめ警を与え
てくれるという期待が待てるなら，その人l主自分
を愛してく れている事がわかり，自分も愛しよう
とする。
②人間は希望を待っていると一生懸命行動し努カ
するようになる。だから信頼は全ての行動のエネ
ルギーとなる。
①普を期待していればその警から喜びと快進がも
たらされ，それは善への動機づけの働きをする。
④ ある善を期待していれば，それをE獲得しようと
注意深〈努力するので，情緒的直感と知識が治大
する。J20) 
b.信頼l主陣j鍛の徳、の一部分である ことというから，
善を求める時に生じる障害に文字して人間を強め，大
s!l.にする。
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c.寛大さの徳との関連から，事Fを獲得するための活
気力を備える。
d.信頼は複数の徳、によってもたらされるものである
と同時に他の徳、の実行をたやすくする条件ででもあ
る。
①誠実さ。信頼していればこそ自己の内部をその
まま誠実に表すことができるJυ
② 自由と責任感。信頼は希望の徳として行為を活
気づけ，強さの徳、として隊審物を取り除くよう作
用するので，より自由に行動できるようになり.
その当然の結果としでその行為に対して責任をと
るようになる。また信頼によって他人の能力を正
当に信用し，各自の意向を信頼することにより，
他人の自由を尊敬するようになる。
人間性を尊重したケースワーク
関係と信頼
ケースワークが人間の個別的媛助という人間の内奥に
触れるものである限り，機械的にあるいは科学的にのみ
恐理できるものではなし人聞の本性に巡った人間性を
等賞する仕方でなされなければならない。本節では前宣告
で検討した信頼の意味と効果を，第一節で検討した人間
企に~うケースワ ークに応じ，信頼の重要性を吟味しよ
うと思う。
1 1績の意味と効果のケースワークへの適応
1.信頼とはa)ある獲得しなければならない警について，
b)自分自身または他人に関しての考察より生じるもの
で.c)それによって普が獲得できるであろうという確
信を生みだす.d)希望における堅固さであった。
a. ~事。 ケースワークの対象はクライエ ント にと って
の普である。クライエン卜は普を獲得するためにケ
ースワークを受け，ワーカーはそれを援助する任に
ある。
bとC. 考察と確信。ケースワークをとうしてクライ
エントは自己の長所，短所，感情，反応の仕方，他
人に対する態度等を考察し理解するようになる。こ
の自己理解により自己の能力の及ぶ範囲内では自己
に信頼し，その能力を越える場合には他の手段を見
出すようになる。ワーカーも自分について考察し自
己磁知することから信頼をもって援助するようにな
る。
この考察は相手に対してもなされる。ワーカーが
クライエントの人間としての尊厳や可能性を考察す
ることによりクライエン卜を信頼する。クライエン
卜は初期の段階においてワーカーに対する信頼がな
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いだろうが，ケースワークが進行するに従い，ワー
カーの態度，口絢，言葉使い，彼に対する理解カ，
関心，誠実さ等を感知し，信頼を持つようになる。
そうなるにはクライエントがワ カーーを信頼するに
値すると考察し判断するよう，ワーカーは態度に表
わさなければならない。信頼は相E的なものである
からクライエントから信頼されるには，まずワ カー
ーがクライエントを信頼しなければならない。信頼
されていると感知する時，クライエントは誠実にな
り，努力するようになるであろう。
d.希望。信頼によって生じる希望こそクライエント
を努力させるものである。
2.信頼の効果lま愛.Wぴ，強さ.大胆さ，活気，誠実，
自由と責任感であった。
a.愛，すなわち普に対する欲求。ワーカーのクライ
エントに対する愛があってはじめて理解を可能とす
る。「愛によってこそその人聞の精神的行為を理解
することができる。つまり他の人絡をその般も親密
な本質において，その具体的な仕方において，その
日雀ーの存在において把握するのを可能とする。J22l
クライエントは目的に対する愛，つまり問題解決
や人格の発展に対する望みがある。ワーカーに対す
る愛は初期にはないかも知れないが，面接を重ね，
信頼が婚すにつれて深くなる。
b.剛毅の徳の一部分として。クライエントが自分を
信頼しはじめると大胆になる。またワーカーを信頼
している場合も強くなる。なぜならワーカーが支え
ていてくれればこそ大胞に振る舞うことができるか
らである。
しかしワーカーを{言車員するということと，ワーカ
ーへの依存心は区別しなければならない。依存心は
主体性を失い盲目的に委せてしまうことであるが，
信頼は考察に基いた確信をもってワーカーに頼るこ
とで，主体性を失うどころかむしろクライエントを
自由にし，主体性を助長する。
ワーカー自身が強いことも大切である。クライエ
ントのいかなる態度や言葉にも動じず， 自己の感情
や肉体的条件に左右されず，真理を幽げない強きが
必要である。
c.誠実。信頼していればこそ誠実にすることができ，
誠実であればこそ自己の内部を正直に表現すること
ができ，その結果問題解決が可能となる。クライエ
ン卜が自己に対し，ワーカーに対して誠実になる時
はじめて問題解決を期待できる。他方ワーカーも自
己に対し，クライエントに対して誠実でなければ効
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果的に援助できない。信額や誠実は相互作用するも
のであるから。
d.自由と責任感。ワーカーがクライエン トを信頼し
ている時，クライエン トは自由と責任感を感じるこ
とができる。逆に信頼していない場合，ワーカーは
.クライエントのとる決心に不安を感じたり疑ったり
しで，無意識の内にその不安をクライエントに伝織
し，クライエントの自由を奪ってしまう。
クライエントは自分を信頼している度合に応じて
自由に量産る舞える。またワーカーを信頼している時，
彼が受容してくれることを確信しているので自由に
決意することができる。
またワーカーがクライエントの自由を尊重するこ
とから，他人の自由を尊重する態度を学ぶことがで
きる。
E 人間性を..したケースワークと 「信積」
第1節の人間織に基くと人間性の特徴は統一位，唯一
位，知的認識能力を有すること，自主性，限界全生，社会
性，幸福を求める傾向等が挙げられる。これらの本性を
尊髭するケースワークとは「信頼」に基いてなされなけ
ればならないことについて吟味したい。ここでは便宜上
分類して述べるが.これらは孤立した項目ではなし密
接に関係し合っているもので，一人のクライエントに対
する各面接の各瞬間のワーカーの態度に還元され具体化
きれなければならない。
a.統一位。人聞は精神と肉体の密接に結合したもの
即ち肉体的作用と感覚，感情それに理性と意志の作
用が統ーされたものであり，それらの作用はお互い
に彫響しあっている。更に人間l主具体的な社会と時
間の流れの中に生活するという形で存在するのであ
っ-て，社会関係，過去と未来との逮りの中で統一体
として存在する。人聞が統一体であるということは，
人聞を一個の全体と してとらえなければならないこ
とを意味している。
①.ワーカー 1;1:ク ライエン トの表面的なもの一時的
なものにまどわされず，本来人間として有してい
る能力に信頼しなければならない。一方各個人は
能力と限界を有して統一体となっている。それを
そのまま受容し，能力を最大限に発簿し，限界を
克服するよう援助しなければならない。
②.ワーカー1;1:クライエントを統ー した者として理
解するためには断片的部分的にではなし全人を
対象としなければならない。
③.そのためにはクライエントが言葉や行為に誠実
に表現したことに信頼しなければならない。
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b.唯一位。人間各自，歴史と宇宙の中で唯一の存在
価値を有している。クライエントは自分カ噛自であ
ると意織している。この唯一位はケースワーク発祥
の由縁であり，個別化の原則として知られている。23)
①.各クライエントの唯一の価値を確信し，人間と
しての価値を信頼し，その努力を信頼しなければ
ならない。クライエントが自分に価鎌を感じてい
ない島幸は，ワーカーカず信績を示すことによってそ
れを認めさせるのである。
@.一般的知緩や経験によってクライエントをある
型にあてはめるのではなし彼自身が言うこと，
彼の銭実さに信頼しなければならない。
C.知的認自信能力。人聞を他の生物と区別する点は
理性を有する.つまり知的認議能力，理解カ，思考
力を有するという点である。その対象1;1:事物だけで
はなく，自己を廠み，知り，自己の行為を理解する
能力，自己のおかれている状況や他人を理解する能
力を有する。
また理性は真理(無限なもの)を対象としている
ので，教育と努力により成長する能力を有している。
と同時に理性には限界があり，自己のカでは不十分
であったり，誤る可能性があり，他人の導きを必要
とする。
①.ワーカーはクライエントの自己認識能力や他人
や状況を理解する能力に信頼t.，ワーカーの判断
をおしつけたり，盲目的に従わせることなく，ク
ライエント自らが考察し理解するよう媛助しなけ
ればならない。そのためには， クライエントの能
カに応ピて考える材料や客観的基準を提供したり，
説明したりしなければならない。教育的指示も重
要な役割をもっている。
d.自主位。人聞は自由意志を有し，理性の判断に従
って自分の行為を自由に決意するのである。この特
徴は自己決定の原則としてあらわれる。24)
①.ワーカーはクライエントが正しい判断に基づい
て自主的に自己決定できるよう側面的援助をしな
けれ1まならない。
e.限界性。人聞は人間としての，個人としての限界
を有する。限界を認めることは受容の態度をとるご
とを意味する。25)
①.ワーカーはクライエントの感情や欲求，長所と
短所，成功と失敗を含めあるがままのクライエン
トに信頼し，受容し，理解しなければならない。
クライエント自身もあるがままの自分や現実を受
容しなければならない。
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②.ワーカーがクライエントを受容するには，自分
自身と自分の現実を受容し.自ら努力する人間で
なけれlまならない。
仁 社会位。クライエントは社会組織の中で生活し，
彼綾な人間関係のネットの中で生活している。
また人聞が内部にあるものを伝達するのは曾築や
身彼等の表現を媒介としてであるから，正しくコミ
ュニケー トするためには誠実でなければならない。
①.クライエン トが誠実に内部を打ち明けるには，
ケースワーク関係が信頼に基づいていなければな
らない。
②.クライエント lj:ワーカーとの信頼関係をもっこ
とにより一般社会においても信頼関係を待つよう
になる。
③.ワーカー はクライエントを取り囲んでいる人々
の善意に信頼し， 資源として協カを求めることが
できる。
<!).ワーカーは社会関係のクライエントに与える影
響を考虚にいれるべきであるが，それは本人の主
体性をこわす程のものでないこと，本人の自主性
や努カを高〈評価すべきことを忘れてはならない。
同じ理由でワーカーの媛助はあくまで側面的援助
であることを確信しなければならない。
g.幸福を求める傾向。幸福を求めるということは快
楽を求めることではな く価徳を志向することを意味
する。 「なにか具体的~意味の充足とその入俗的価
値の実現に対して彼自身決断させ，彼が自分の現存
在を責任存在として理解することJ26)である。つま
り生きがいを感じることである。
①.クライエントの幸福になる燈利を認め.ワーカ
ーの自己満足の為ではなく， r幸福にしなければ
ならない」という誠実な愈向で援助しなければな
らない。 これは知織や技術を否定しているのでは
ない。それらは重要であるが目的ではなく手段で
あることを銘記すべきである。
②.ク ライエントは本来幸福を求めているのだとい
うことを信頼し，彼が宰福を追究し，具体的な目
僚を見出し， r価値にむかつて努力するJ21)ょう
援助しなければならない。
①.クライエントに希望を与えるにはケースワ クー
関係が相互信頼に基いていなければならない。
結酋
以上，ケースワークにおける人間観をごく簡単に提示
し，信頼の意味と内容，およびそれのもたらす効果を吟
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味 し，ケースワークにおいて人間性を尊重するならば.
ケースワーク関係は相互信頼関係に基づいていなければ
ならないことについて検討してきた。
相互信頼関係，つまり， クライエントlj:ケー スワー カ
ーを信頼し，ケースワ カーーはクライエントを信頼しな
ければならない。しかし一般に.社会生活上の問題をも
っクライエントは.自分に対しでも，他人に対しでも，
信頼するのが援しい状態にある。信頼は相互的なもので
あるから，まずケースワーガーがクライ玉ントを信頼し，
その信頼を基礎にして.クライエントlj:ケー スワーカー
を，そして自分や他人を信頼するようになるであろう。
だから大切なことは， ケースワーカーがクライエントを
信頼することであるが.ただ理念として掲げるだけでは
不十分で，実際ケースワークの各面授の各瞬間に.各ク
ライエントに態度としてあらわさなければならない。
ケースワーカーがどのようにしてこの信頼の態度を身に
つけるかについては本給文では述べていない。態度とい
うものは，人身の内部にあるものを，個人の状況に応じ
て具体的に表現するものであり，各状況に応じて適切な
表現をとるためには，本人自ら学ばなければならない。
ケースワーカーは，各クライエントの人間性の尊厳に対
して深〈尊重し，信頼し，知自信や技術.経験を駆使して.
信頼の態度をもって後し，また，クライエントの信綴を
獲ち得るよう学ばなければならない。
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The purpose of thesis is to confirm the importance of confidence (trust) in the casework relationship 
It has long been insisted upon and is， infact， the reason why casework was initiated. Yet it was impossible 
in this modest effort ωreach to the deepest significance of conIidence (trust) a5 it is contained in the 
casework relationship. 
Cofidence is important not only &ecause，of its technic-al effectiveness， but also because it is demonded by 
ethical necessity. Casework is ind!vidual help for a person who has a problem. Therefore it is to be expected 
that there be a real respect of person and of the nature of personality in the deepest sense， while 
using scientific knowledge and techniques to help. 
In this thesis， the first article proposes to examine the nature of person in caswork. Here the nature 
of person is described as the totality， individuality， rationality， will and socialness of a being who has the 
faculty of memory， who is open to the future， who desires happiness， and who has limitationes. 
In the second article the significance and content of confidence is probed to greater depth. In the field of 
casework this researcher could find no definition of these terms. But in the neighboring fields ofpsycology 
and education， itis defined as the quality of a psyche in the state of change. Thomas Aquinas defines it as the 
integral part of the virtue of fortitude. He says“confidence denotes a certain strength of hope arising 
from some observation which give5 one a strong opinion that one will obtain a certain good". (na一nae
q.l29・.6). 
In this paper the effects of confidence are also studied. 
In the third article the importance of confidence in casework is dedltced byadapting its significance and 
applying its effects to the casework relationships， and by examining the importance that confidence assumes 
in casework which is handled with due respect for the nature of person. 
In parctice the caseworker must be concerned about how to acquire the confidence of hi s clients， but 
this is very djfficul t to demonstrate concretely， since so many dependent factors are involved. 
At any rate confidence must be mutual. So the caseworker must first have confidence in the client 
before he can win the c1ients own confidence in return. 
But in order for confidence to be effective， it must be not only something interior， but must also be 
outwardly apparent in the caseworkers manner. 
In this way confidence can be transmittecl to the client. It is therefor important that the caseworker 
1 earn to express his confidence by his manner at each moment of each interview with each client. 
( 18 ) 
